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教育委員会予算要求方針（基本的な考え方）教育委員会予算要求方針（基本的な考え方）
大阪の教育力向上プラン （H21.1）
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【基本的な姿勢】
子どもたちの未来を見据えた教育を着実に推進する。そのために、現

 場重視の視点から、学校現場のマネジメント力の強化に向けた取組み

 を充実する。一方で、大阪府の厳しい財政状況を踏まえ、市町村との連

 携と適切な役割分担を図るとともに、事務執行体制の見直しによる業務

 の効率化を進め、未来に向けた教育への重点投資を行う。

【具体的な方針】
◇◇ 大阪発の最先端の教育を充実大阪発の最先端の教育を充実

・

 

英語教育及びキャリア教育の充実（知事重点：新）

・

 

教員等による海外の先進事例視察（知事重点：新）

・

 

高等学校の新たな特色づくり（知事重点：継）

・

 

支援教育環境の整備（知事重点：継）

◇◇ 市町村との連携と適切な役割分担市町村との連携と適切な役割分担

・

 

中学校における学力向上プロジェクト（知事重点：継）

・

 

学力向上重点校支援プロジェクト（知事重点：新）

・

 

学力・学習状況調査（知事重点：継）

◇◇ 学校現場のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力の強化と執行体制の効率化学校現場のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力の強化と執行体制の効率化

・

 

府立学校の経営マネジメントの強化（知事重点：一部新）

・

 

府立学校における教育のＩＣＴ化の推進（知事重点：新）

・

 

高校の学校事務運営体制の見直し

・

 

学校事務支援の強化（財務課と施設課の再編）
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大阪の教育を

めぐる状況

（平成23年度）
【目標１】
「学校力」を高める
①

 

小中学校における学力向上

②

 

府立高校の魅力づくり

③

 

障がいのある子どもの支援

④

 

健康と体力づくり

⑤

 

教員の力の向上

⑥

 

学校の組織力の向上とチーム支援

⑦

 

安全で安心な学びの場づくり

【目標２】
学校・家庭・地域をつなぐ
⑧

 

家庭との役割分担、地域との協力

【目標３】
子どもたちの志や夢をはぐくむ
⑨

 

子どもたちの豊かな心をはぐくむ

⑩

 

責任を持って行動できる大人に育てる

知事と教育委員のｱﾋﾟｰﾙ（H22.7）
【厳しい現実】
・将来に夢や目標を持っている子どもたちが減少

・日本の雇用情勢が悪化

・アジア・世界における厳しい競争

【アピール】
厳しい時代を生き抜く力を身につけさせる

「変革」

 
「挑戦」

【府政運営の基本方針2011

 

政策創造】 【大阪の成長戦略】

□

 

教育・子育て日本一大阪
⑦

 

大阪の都市魅力の創造・発信

 

⑯

 

支援教育の充実

 

⑰

 

子どもたちに確かな学力を

⑱

 

府立高校の新たな特色づくり

 

⑲

 

公私教育

 

⑳

 

国際社会に通じる人材の育成

２．人材力強化・活躍の場づくり
（１）国際社会を勝ち抜くハイエンド人材の育成
（３）わが国の成長を支える中間層の人材強化

3年間（H20～

 H22）の重点的

 な学力向上の

 取組みを検証
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平成2３年度 大阪府教育委員会当初予算要求の概要（H２２.11.１９時点）

プランの目標等 主な事業 事業概要 Ｈ２２ Ｈ２３

目標１ 「学校力」を高める

【基本方針１】
小・中学校で、子どもたち

 
の学力を最大限に伸ばし

 ます

・学力向上プロジェクト支援事業 知 学力向上プランを策定し、授業改善等の取組みを実施 1,027,201 1,652,676

・大阪府学力・学習状況調査事業 知 府独自の学力・学習状況調査を実施(小：国・算、中：国・数・英) 57,468 141,548

・学力向上重点校支援プロジェクト事業 知 課題の大きな小中学校に対する重点支援 ― 38,855  

・習熟度別指導推進事業 小3以上（国・算）、中（国・数・英）で習熟度別指導を実施 235,323 66,991

・使える英語プロジェクト事業（小中） 知 実践研究、「英語をつかうなにわっ子」育成プログラムの作成 ― 111,653

【基本方針２】
すべての府立高校が魅力

 
を高めあい「入ってよかっ

 
た」と言われる学校をめざ

 
します

・さらなる特色づくりの推進事業 知 進学指導特色校支援、教育センター付属研究学校の整
 備、中高一貫教育の充実、体育科の整備

194,739 553,646 

・がんばった学校支援事業 知 際立った実践・成果を示す学校を支援 （30,000） 50,000

・使える英語プロジェクト事業（高校） 知
特設レッスンの開設、生徒の海外研修支援、Advanced 
Classの開設、TOEFLなどの受験機会の提供

 
など ― 253,956

【基本方針３】
障がいのある子ども一人

 
ひとりの自立をしっかりと

 
支援します

・府立知的障がい支援学校新校整備費 知 府内4地域における新校整備 60,231 584,589

・府立支援学校教育環境整備事業 知 知的障がい支援学校の分校の運営 62,362 61,768 

・支援学校ジョブチャレンジ整備事業 知 知的障がい支援学校職業ｺｰｽのための物品購入（４校） ― 6,173

・発達障がいのある生徒等の高校生活支援事業 知 専門的な知識をもった看護師等の配置
 
など (65,271) 196,433

【基本方針４】
子どもたちの健康と体力

 づくりを進めます

・スポーツ指導・体力向上支援推進事業 スポーツ大会を開催（ドッジボール、なわとび、駅伝） 1,200 1,200

・公立中学校スクールランチ等推進事業 スクールランチを新規に実施する市町村に対し支援 82,500 25,000

・体力向上サポート事業 小学校の体育授業に体育専攻学生等の派遣（100校）等 ― 17,694

【基本方針５】
教員の力を高めるととも

 
に、指導が不適切な教員

 
を現場からはずします

・教職員採用選考費 受験説明会・広報活動の充実等、大阪教志ｾﾐﾅｰの実施
 
など 17,663 18,163

・教職員の資質向上方策推進事業 「指導が不適切である」教諭等への具体的な対応の実施
 
など 5,209 5,394

・海外先進事例体感事業 知 教員等が海外の先進的な取組みを行う学校などを視察 ― 51,720

【基本方針６】
学校の組織力と学校への

 
チーム支援を強化します

・校長マネジメント推進事業 知 校長のマネジメントに必要な経費の充実 (116,266) 233,500

・児童生徒支援総合対策事業 24時間電話相談の実施、被害者救済ｼｽﾃﾑの活用
 
など 121,516 66,087

・府立学校における教育のＩＣＴ化推進事業 知 ICTネットワークを統合し、わかる授業の実現等を図る ― 77,539

【基本方針７】
子どもたちの安全で安心

 
な学びの場をつくります

・地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 地域と連携した学校安全に関する取組みを行う市町村に助成 24,766 14,568

・府立学校耐震性能向上・大規模改造事業 府立学校の耐震補強工事・大規模改修工事を実施 7,267,432 7,097,337

目標２ 学校・家庭・地域をつなぐ

【基本方針８】
家庭との役割分担、地域

 
との協力で子どもたちの

 
学びと育ちを支えます

・教育コミュニティづくり推進事業 学校支援地域本部とおおさか元気広場などの事業を一本化 (521,782) 149,962

・「新しい公共」型学校創造事業 「地域コミュニティ学校」のﾓﾃﾞﾙ事業（3市町村、3中学校区） ― 28,470

目標３ 子どもたちの志や夢をはぐくむ

【基本方針９】
子どもたちの豊かな心を

 
はぐくみます

・愛さつOSAKA展開事業 府立学校でのあいさつ運動を中心とした地域活動等を支援 4,980 4,980
・レインボープラン推進事業 知 学校ﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾗﾝの策定・実践、就職ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実践 ― 69,659

・百舌鳥･古市古墳群世界文化遺産登録推進事業 知 ユネスコ世界遺産委員会への推薦書作成等 (2,050) 20,590

【基本方針10】
責任を持って行動できる

 
大人に育てます

・スクールカウンセラー配置事業 全中学校に配置 350,696 350,664

・スクールソーシャルワーカー等活用事業 市町村に派遣 27,313 27,281

≪H23年度：当初予算 5,724億円≫

H22年度当初予算

当初予算 5,730億円

（4,523）

うち事業費 約416億円

（293）

H23年度当初予算要求

当初予算要求 5,724億円

(4,525)

（うち事業費） 約425億円

（310）

（千円）

Ｈ22年度当初 ⇒ Ｈ23年度当初要求

主な増減要因 （金額は一般財源ベース）

≪構造改革プランに基づく削減≫ ▲16億円

１．大阪教育ゆめ基金運営事業費（▲10億円）

２．学校安全対策交付金（▲5億円）

３．新学習指導要領移行促進事業（▲0.7億円）

４．学校支援人材バンク活用事業（▲0.3億円）

５．学校安全教育費（▲0.1億円）

≪部局長マネジメントによる削減≫ ▲25億円

１．府立高等学校事務の見直し（▲15億円）

２．35人学級単独配置の見直し（▲8億円）

（※
 
今後の国の定数改善の状況を踏まえて見直しを実施）

３．その他事務事業の見直し（▲2億円）

≪知事重点事業の新規・拡充≫ ＋24億円

１．府立高校の新たな特色づくり（＋7.1億円：新規・拡充）

・さらなる特色づくりの推進事業
 
など

２．子どもたちに確かな学力を（＋5.9億円：新規：見直し）

・学力向上重点校支援プロジェクト事業
 
など

３．国際社会に通じる人材の育成（4.8億円：新規）

・使える英語プロジェクト事業、海外先進事例体感事業、

レインボープラン推進事業

４．支援教育の充実（＋6.7億円：新規・拡充）

・知的障がい支援学校の新校整備費
 
など

５．大阪の都市魅力の創造・発信（＋0.2億円：新規）

・百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進事業

≪その他≫

・府立学校耐震性能向上・大規模改造事業
 
など ※「知」・・・知事重点事業

 
※

 
（

 
）・・・旧事業

※（
 
）は一般財源（内数：億円）
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